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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第10期
第３四半期
累計期間

第11期
第３四半期
累計期間

第10期

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 1,798,380 2,317,462 2,420,895

経常利益 (千円) 240,814 385,469 308,828

四半期(当期)純利益 (千円) 131,397 231,514 293,750

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 80,000 337,895 336,680

発行済株式総数 (株) 4,290,000 9,207,000 4,590,000

純資産額 (千円) 371,906 1,863,371 1,629,426

総資産額 (千円) 1,179,479 3,224,493 2,488,421

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 17.57 26.42 38.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 25.48 37.73

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 31.5 57.8 65.5
 

 

回次
第10期

第３四半期会計期間
第11期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.42 11.01
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．第10期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は

存在するものの、平成26年９月30日時点において当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できま

せんので記載しておりません。

５．当社は平成26年６月19日付で普通株式１株につき100株、平成27年１月１日付で普通株式１株につき２株の

株式分割を行っております。これらの株式分割が第10期の期首に行われたと仮定して１株当たり四半期（当

期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社セレス(E30919)

四半期報告書

 3/16



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

 

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間（平成27年１月１日～平成27年９月30日）におけるわが国経済は、政府が推進する経済政

策や日銀の金融緩和により、企業収益や企業の設備投資が改善するなど、景気は緩やかな回復基調となりました。

一方で、新興国経済の減速や円安を背景とした物価上昇による個人消費への影響等、先行きに不透明な要素がみら

れます。携帯電話市場においては、平成27年３月末現在の総契約台数に占めるスマートフォンの割合が54.1％（前

年度比7.1ポイント増）と継続的に上昇しております(注1)。スマートフォン端末の普及に伴い、スマートフォン広

告市場についても継続的に拡大することが見込まれています。求人広告市場においては、平成27年8月末現在の有効

求人倍率が1.23倍と継続的に上昇しており（注2）、雇用情勢は着実に改善し、求人広告に対するニーズの増加が見

込まれています。

このような環境の中で当社は、「インターネットマーケティングを通じて豊かな世界を実現する」という企業理

念のもと、「自社の運営するメディアの利用価値を最大化する」というミッションを実現することを目指し、運営

するサービスのスマートフォン版に注力し、会員数の拡大や掲載広告数の増加に向け各種施策の実行や積極的な営

業活動を展開しました。また、平成27年３月には拡大する事業に合わせて本社事務所を移転し、今後の成長を見据

えた基盤作りも行いました。

（注1）株式会社MM総研の発表資料によっております。

（注2）内閣府の月例経済報告発表資料によっております。

　

具体的な取り組みは以下の通りであります。

ポイントメディア事業におきましては、会員の利便性向上を目的とした会員登録方法やプロモーション手法の改

善により会員数が増加したことに加え、獲得した会員のアクティブ率向上を図るためにゲームコンテンツを導入し

たほか、広告主のニーズに合わせて広告商品を設計するタイアップ広告への注力やクラウドソーシング（注）と

いった取り組みを行いました。また、平成27年４月に「お財布.com」事業を譲受け、当社が保有する既存のポイン

トメディアに新たなラインナップを加えることでメディアとしての価値を高めてまいりました。O2O事業への取り組

みとしては、平成27年５月の株式会社bitFlyerと、同年８月のレジュプレス株式会社と業務提携し、グローバルな

仮想通貨であるビットコインとポイントの連携の可能性について検討を開始しました。

HRメディア事業におきましては、営業活動の強化により求人広告の掲載件数が順調に拡大し約４万５千件にまで

増加したこと等によりサイトへの流入数が増加しました。また、平成27年２月に譲受けた「センキュー」事業が安

定的に業績に寄与しました。

（注）インターネット上で不特定多数の人にデータの入力や記事作成などの仕事を依頼すること。

 
この結果、当第３四半期累計期間の売上高は2,317,462千円（前年同四半期比28.9％増）、営業利益は389,075千

円（同54.4％増）、経常利益は385,469千円（同60.1％増）、四半期純利益は231,514千円（同76.2％増）となりま

した。

なお、当社は事業を集約しスマートフォンメディア事業の単一セグメントとしているため、セグメント毎の記載

はしておりません。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産の額は、前事業年度末に比べ736,071千円増加し、3,224,493千円とな

りました。これは主に、事業譲受けを行ったこと等により現金及び預金が197,466千円減少した一方で、のれんが

308,631千円増加したこと、及び、売上の拡大により売掛金が102,336千円増加したこと等によるものでありま

す。

 

（負債）

当第３四半期会計期間末における総負債の額は、前事業年度末に比べ502,127千円増加し、1,361,121千円とな

りました。これは主にポイント引当金が346,359千円、長期借入金が140,765千円増加したことによるものであり

ます。

　

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の額は、前事業年度末に比べ233,944千円増加し、1,863,371千円とな

りました。これは四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 
（５）主要な設備

当第３四半期累計期間において、前事業年度末に計画中であった主要な設備の新設について、完了したものは

次のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容
投資総額
（千円）

完了年月

本社
（東京都港区）

事務所用設備 120,954 平成27年３月
 

(注)１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当社は、スマートフォンメディア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載

は行っておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,207,000 9,207,000
東京証券取引所
（マザーズ）

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であり
ます。

計 9,207,000 9,207,000 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、平成27年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成27年７月１日～
　平成27年９月30日

27,000 9,207,000 1,215 337,895 1,215 277,895
 

(注) 新株予約権の行使による増加であります。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 　420,000 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 
8,759,100　

87,591
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

単元未満株式  普通株式     　900 ― ―

発行済株式総数 9,180,000 ― ―

総株主の議決権 ― 87,591 ―
 

(注) 新株予約権の行使により、当第３四半期会計期間末における発行済株式総数は27,000株増加し、9,207,000株と

なっております。

 
② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社セレス

東京都港区南青山
三丁目11番13号

420,000 ― 420,000 4.57

計 ― 420,000 ― 420,000 4.57
 

 
２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年１月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,595,626 1,398,160

  売掛金 425,298 527,634

  貯蔵品 42,741 63,031

  その他 171,752 271,189

  貸倒引当金 △7 △7

  流動資産合計 2,235,411 2,260,009

 固定資産   

  有形固定資産 22,216 76,440

  無形固定資産   

   のれん 129,248 437,880

   その他 44,058 54,257

   無形固定資産合計 173,307 492,138

  投資その他の資産 57,485 395,904

  固定資産合計 253,009 964,483

 資産合計 2,488,421 3,224,493

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 28,615 51,304

  1年内返済予定の長期借入金 72,636 114,984

  未払法人税等 101,306 80,168

  未払消費税等 126,528 74,097

  ポイント引当金 256,694 603,053

  その他 47,709 61,392

  流動負債合計 633,489 985,001

 固定負債   

  長期借入金 215,505 356,270

  その他 10,000 19,850

  固定負債合計 225,505 376,120

 負債合計 858,994 1,361,121

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 336,680 337,895

  資本剰余金 871,070 872,285

  利益剰余金 429,307 660,821

  自己株式 △7,630 △7,630

  株主資本合計 1,629,426 1,863,371

 純資産合計 1,629,426 1,863,371

負債純資産合計 2,488,421 3,224,493
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,798,380 2,317,462

売上原価 1,093,930 1,427,655

売上総利益 704,449 889,807

販売費及び一般管理費 452,419 500,731

営業利益 252,030 389,075

営業外収益   

 受取利息 47 244

 違約金収入 2,000 ―

 その他 5 5

 営業外収益合計 2,052 250

営業外費用   

 支払利息 2,235 2,109

 支払手数料 ― 835

 株式公開費用 11,033 ―

 その他 0 911

 営業外費用合計 13,268 3,856

経常利益 240,814 385,469

特別損失   

 減損損失 1,714 ―

 特別損失合計 1,714 ―

税引前四半期純利益 239,100 385,469

法人税、住民税及び事業税 106,924 135,383

法人税等調整額 777 18,571

法人税等合計 107,702 153,954

四半期純利益 131,397 231,514
 

EDINET提出書類

株式会社セレス(E30919)

四半期報告書

10/16



【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。　　　　　　　　　　

 
前第３四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

減価償却費 14,582千円  27,250千円

のれんの償却額 10,871千円 28,012千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

当社は、スマートフォンメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

当社は、スマートフォンメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

企業結合に係る暫定的な処理の確定

平成27年４月１日に行われた株式会社オープンキューブとの企業結合に係る暫定的な会計処理は、当第３四半期

会計期間において確定しております。この結果、暫定的に算定されたのれんの金額に変更はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 17円57銭 26円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 131,397 231,514

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 131,397 231,514

普通株式の期中平均株式数(株) 7,480,000 8,761,549

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 25円48銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 325,831

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) １.前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の、平成26年９月30日時点において当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載

しておりません。

２.当社は、平成26年６月19日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。また、平成27年1月

１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。これらの株式分割が前事業年度の期首に行

われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定し

ております。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

株式会社セレス

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小島　洋太郎   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小林　弘幸　   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セレス

の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの第11期事業年度の第３四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年１月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セレスの平成27年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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